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登録リスト（該当：8件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 梅花幼稚園2008/06/22]	梅花幼稚園2008/06/22	2008/06/22の記録。
梅花幼稚園は上田市内にあるキリスト教主義の幼稚園です。1900年に開設されました。現在の園舎は1903年に建てられた歴史的建築です。現存する全国の幼稚園の園舎の中では大阪市立愛珠幼稚園の園舎(1901年竣工)に次いで日本で２番目に古い園舎です。幼稚園の隣には蚕糸業の発展に貢献した三吉米熊(1860-1927)邸があり、クリスチャンでもあった三吉米熊は梅花幼稚園との関わりもあったようです。蚕糸業で古くから栄えた上田の歴史を物語る歴史的スポットです。


参考資料：
学校法人梅花学園梅花幼稚園http://www.baikayouchien.com/
Wikipedia:大阪市立愛珠幼稚園 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%B8%82%E7%AB%8B%E6%84%9B%E7%8F%A0%E5%B9%BC%E7%A8%9A%E5%9C%92	2024-02-10
	2	[image: 三吉米熊]	三吉米熊	三吉米熊は1860年、年長州長府藩士三吉慎蔵の長男として長門国（現在の山口県）豊浦郡長府村に生まれた。三吉米熊は自ら西ケ原蚕病試験場に行って研修するなど、積極的に技術・知識を習得し、その後、本格的に蚕糸業の指導にあたるようになり、県下各地の伝習所・講習所で講師を務めた。また、明治２２年から２４年まで２年間にわたり、フランスなどで視察・研修を行った。当時、蚕業教育の必要性を感じていた小県郡長中島精一は蚕業学校設立を提唱していたが、明治２５年３月の小県郡会で設立案が可決され、小県郡立蚕業学校（現・長野県上田東高等学校）が明治２５年５月に開校しました。外遊から帰国したばかりの三吉は、この蚕業学校に迎えられ、初代校長に就任した。

大正１４年に蚕糸教育の功績によって勲三等瑞宝章が授与され	2023-02-08
	3	[image: 信州大学繊維学部講堂（旧上田蚕糸専門学校講堂）]	信州大学繊維学部講堂（旧上田蚕糸専門学校講堂）	当時の上田は、高品質な蚕種・生糸の生産と、三吉米熊らによる人材育成により、近代日本の主要産業であった蚕糸業の発展に大きく貢献し、「蚕都上田」と称された。
この講堂ほとんど改変を受けることなく建築当初の姿を残しており、現存する近代の中・高等教育施設の建造物としては屈指のものだ。	2023-05-01
	4	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	5	[image: 小県蚕業学校-1]	小県蚕業学校-1	小県蚕糸学校は日本初の中等教育機関としての蚕糸学校として1892（明治25)年に設立されたが、その初代校長となった三吉米熊は、坂本龍馬と行動を共にした活動家として知られる三好慎蔵の子として生まれ、1881（明治14)年に長野県に出仕した。農芸化学専攻で当初は蚕糸業の知識が全くなかった米熊であったが、上塩尻村の藤本家で実習を重ね、微粒子病における顕微鏡使用法の提唱及び指導など実績を残した。またこうした実績を基に1888（明治21）年にはイタリア・フランス蚕糸使節団の一員としてヨーロッパに赴き、現地の試験場や製糸場などを徹底的に視察してその実情を知る。こうした中、小県郡では郡長の中島精一を中心に蚕業界で蚕業学校設立の機運が高まり、その初代校長に米熊を推薦する声が蚕種業者らの間で広がった。これにより前述の	2021-06-06
	6	[image: 人物58 三吉米熊]	人物58 三吉米熊	長州長府藩士三吉慎蔵の長男(略)

『上田市史・下巻(1940)』1272頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-18
	7	[image: 蚕都上田まちあるき2009(4)～市街地編～]	蚕都上田まちあるき2009(4)～市街地編～	

主催：蚕都上田プロジェクト
2009/11/07実施
案内人：斎藤功氏（長野大学環境ツーリズム学部教授）、竹内秀夫氏（都市・建築工房、建築家）
企画・制作　蚕都上田プロジェクト
探訪ルート：三吉米熊像、長野県蚕業試験場上田支場跡、原町～海野町（かつての蚕業、金融施設の集積地）、丸子線上田東駅跡、上田蚕種株式会社事務棟など	2020-05-24
	8	[image: 蚕都上田まちあるき2008]	蚕都上田まちあるき2008	

企画・制作：蚕都上田プロジェクト
2008/10/25の記録

竹内秀夫さん（都市・建築工房、建築設計）
斎藤功さん（長野大学環境ツーリズム学部教授、地理学）
新津新生さん（上田小県近現代史研究会）
小野寺芙美子さん（梅花幼稚園園長）
三田育雄さん（長野大学地域連携センター長）＝まちあるきの企画者

＜まちあるき探訪先リスト＞
リンクを選ぶとその部分を頭出し再生できます。
1. 上田駅前に集合
2. 往時の駅前の状況
3. 曳家した繭倉　木造４階建(笠原工業)
4. 	2020-05-24
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